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はじめに

長崎市高浜町山明 (Yamamyou)の 南東390m地 点 [32°  36′  01〃 N、 129°  47′  02″ E、 標

高H5m]付近には部分的にNE SW方 向に緑色千枚岩～緑色片岩が分布 しています。本域の変成

岩類については 広川・水野 (1962)、 Tsutsumi ct a1 2003、 西村ほか、2004等 の研究があ

ります。

なかでもTsutsumi et a1 2003は Nagasaki areaの psammitic schist(砂 質片岩)か ら39

個のジルコン微晶を抽出してSHRIMP(二 次イオン質量分析器)U―Pb法 によつて測定し、2787Ma

から110Maま での年代値をしめすジルコンが混在 していることを発見されました。Nishimura,

1998は長年にわたつて野母半島の変成岩類について研究され、それらが周防帯 (ジ ュラ紀)と

三波川帯 (白 亜紀)と に分かれて並列に分布 していることを報告 [西村ほか, 2004]さ れていま

すが、山明の緑色千枚岩は三波川帯に属するものと推定されます。2013年 ころ写真 1の場所に

太陽光発電システムが設置されたお り、掘削された緑色千枚岩 (psammitic green phyllite)

岩塊や岩片の新鮮な片理面にいくつかの流痕 (=current mark、 火山豆石跡 ?～ 貝化石跡 ?)

が見られましたので写真によつて紹介 します。

Ⅱ 写真説明
1 高浜町山明南東390m地点。緑色千枚岩～緑色片岩の露頭。
2.緑色千枚岩～緑色片岩の露頭は西に傾斜 しています。
3.西傾斜 した緑色千枚岩の露頭近影c L下 方向に流痕 (current mark)が 見えます。
4 底痕のなかの流痕 (current mark)ではないかと思われます。
5 流痕のほかに貝殻の一部 ?に思われる球状痕、火山豆石跡 ?の ようなものが見えます。
6 流痕と思われます。上端の三角形空洞は貝化石の脱け跡 ?かも知れませんじ
7 火山豆石 (accrotionary lapilli)?が いくつかあるように見えます。自色粒は曹長石
です。

8 緑色千枚岩の片理面にみられる球形跡 (右上)と 火山豆石跡 ?一流痕 (左上)です .
9 緑色千枚岩中の透明ジルコン (200ミ クロン)の右側が破損 しています。
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10.緑色千枚岩中の淡褐色ジルコン (220ミ クロン)の 両端が破損 しています。

※ 本ジルコンは南越の風化 した緑色千枚岩の岩片を粉砕 してpanningに より抽出しものです。

本露頭 (写真 1)の緑色千枚岩～結晶片岩にも小型のジルコン片が含まれています。

Ⅲ 重鉱物―変成度や流痕―化石類
ここの緑色千枚岩には径 0.5～ 1.5111111大 の曹長石が晶出 (こ の部分=片岩 )しています。重鉱

物を調べて見ます とアクチノ閃石、緑泥石、ジルコン、磁鉄鉱などが含まれていてアルマンディ

ンースチルプノメ レーンな どは見 られませんので低温中圧型程度の変成度ではないか と推定 さ

れます。

アクチノ閃石 と思われ るものの中に多色性が淡緑色か ら濃青緑色 に変化す るきれいなもの

[昔 は藍閃石 と呼称 ]が あ りま した。変成岩類中の化石については、藤本 ,1948に よつて三波川

系 (長瀞系)千枚岩中の石灰岩 レンズか ら放散虫化石が検出されています。最近では領家変成

帯の緑泥石帯―黒雲母帯に属す るメタチャート[京都府相楽郡和東町]か ら歪指標放散虫化石 (カ

ラー写真 )が紹介 [日 本地質学会構造地質部会 ,2013,p.130]さ れていますので参考に して くだ

さい。

本千枚岩には細粒緑泥石が見 られ るように再結晶作用が弱いので、底痕や火 山豆石跡 ?な ど

が残存 しているのではないか と思われます。

今後、検討を要す るもの として野母 (長崎)半島南部の蚊焼西海岸、大籠西海岸に分布す る

チャートー石英礫質千枚岩な らびに樺島西海岸に分布す る緑泥石―緑簾石片岩 に挟まれ る弱変成

―石灰岩 レンズ中にはTurbinaria sp(石灰藻類)化石 ?起源ではないか と推定 され る、表面

にた くさんの微小点紋の見 られ る石灰岩 レンズが分布 しています。
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